
市民活動実態調査結果の活用方法について

（１）箕面市の非営利公益市民活動の実態を広く知ってもらう。

（２）見えてきた課題から具体的なＮＰＯ支援策を検討し実施する。

【多くのＮＰＯが抱える課題】

「人」に関する悩み（人材育成、ボランティアや会員募集など）

【市や市民活動センターに求められていること】

１．事務的支援（会計、広報、組織基盤強化）

２．交流の場（他団体、異業種、ボランティア希望の個人）

３．他セクターとのつなぎ役（市、企業、大学等）

【支援策イメージ（案）】

交流の場
（他団体、異業種、ボラ

ンティア希望の個人）

事務的支援
（会計、広報、

組織基盤強化）

他セクターとの
つなぎ役

（市、企業、大学等）

NPO
紹介

ノウハウの共有、コラボレ

ーションの誕生

（スキルやノウハウの伝達・共有、多様なセクターの出会いの場）

協働による事業の広がり

人材が活発に交流し育っていく循環づくり
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